
 

 

令和７年度課題別地域保健医療推進プラン計画書（1/2） 

島しょ保健医療圏 島しょ保健所小笠原出張所 

事業区分 
7 年度新規 

（１年目／１か年計画） 
連絡先  島しょ保健所小笠原出張所 庶務担当課長代理 

事 業 名  小笠原地域における災害時保健医療活動体制の整備・強化事業 

位置付け 

・島しょ保健医療圏地域保健医療推進プラン（令和６年度～令和 11年度） 

 第２章 健康危機管理体制の充実 

 第６節 災害時の保健医療対策 

前年度の評価

と改善点 

（継続の場合） 

前年度の評価と、それに基づいて改善した点を具体的に記入（※継続の場合のみ記入すること。） 

  

事業背景  事業を計画するに当たっての社会背景や地域の現状について、事業効果（目的）まで含めて記入 

1 島しょ地域では、従来より噴火、地震、津波、風水害など様々な自然災害のリスクを抱

えている。今後、常襲する台風による風水害を始めとして、南海トラフト地震等の発生に

伴う大規模津波等の自然災害に対しての備えが喫緊の課題となっている。 

２ 小笠原諸島は我が国の南東海域に位置する国境離島であり、住民が住む父島は東京から

約 1000km、母島は父島から南に約 50km の距離にある。小笠原と本土を結ぶ交通手段は約

6 日に 1 便、片道 24 時間を要する定期船に限られており、人的にも物質的にも資源に限

りがあり、様々な課題を抱えている。発災時に本土からの支援を受けるまでに、小笠原諸

島は島しょ地域の中でも最も時間を要し、困難な地域と考えられ、特に超急性期（発生

72 時間以内、フェーズ 0～1）は本土からの支援を得ずに、小笠原村での限られた人員の

中で災害対応を行う必要がありえる。 

３ 島しょ保健所各出張所は、「災害時における島しょ保健所活動マニュアル」に基づき活

動を行うとされており、同時に東京都災害対策本部地方隊（各支庁）の傘下組織（保健課）

となっている。個々の職員が発災時に求められる行動を定め、災害時に円滑な行動が行え

るよう、また、管内の災害対応に組織的に取り組むことができるように、事前準備をする

必要がある。 

４ 島しょ保健所小笠原出張所の災害時保健活動の基盤を作った上で、小笠原村の地域防災

計画を基に、村と災害時保健活動の連携を更に強化する必要がある。 

事業目標 複数年度にわたる計画の場合は、計画全体目標と今年度目標の両方を記入 

所内の災害時活動体制の強化、村の関係機関等との連携をより一層深めることで、保健・

医療・福祉における災害活動において、保健所内・外における災害対応力を総合的に高め

ていく。 

事業内容 複数年度にわたる計画の場合は、計画全体の概要と今年度実施分がわかるように記入 

・「災害時における島しょ保健所活動マニュアル」を元に、島しょ保健所の各職種が各災

害への対応のためのアクション・カードを策定し、発生時に迅速に行動できるようにし、

策定したものをもとにして災害時対応訓練を行う。 

・災害時保健活動の専門家（講師）による指導と、関係機関を含めた講演会・勉強会を行

う。 

・小笠原村の関係機関と研修や意見交換等を実施、村での災害時保健活動の整備強化を図

る。 

（具体的な内容およびスケジュール） 

 ６月：所内体制整備 

「災害時における島しょ保健所活動マニュアル（小笠原版）」の確認 

災害発生時アクションカードの作成 

資料６ 



 

災害時対応訓練 

 10 月～12 月 

  専門家による現地視察、講演会・研修、関係機関との意見交換の実施（父島・母島） 

  11/15：新島村医療救護活動訓練の情報連絡体制の訓練に小笠原出張所も参加 

（情報伝達訓練を想定） 

12 月～1 月 事業まとめ 

  所内体制 

 

 小笠原出張所・総務課 職員全員 

 今年度実施 

スケジュール 

 

 

 

 

              

   ４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  10月  11月  12月  １月  ２月  ３月  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ 計画内容を具体的に説明する資料を添付すること。 

11/15 東京都・

新島村合同防

災訓練に参加 

専門家による

講演会・研修 

アクションカード作成 

運用訓練 

事業まとめ 


